
  

 

 

 

 

４．子ども医療費助成の拡充 

３．森のようちえん等自然保育推進事業 
１．児童相談所の新設・建て替えについて 

５．歯科診療の充実 

１．児相問題は定員増だけで解決可能？ 
 

 

 

本年 6/28の一般質問及び 7/4の総合企画企業常任委員会で

東葉高速鉄道等３社の2022年度決算の運輸収入や当期純利益

等を確認。前年度及びコロナ前の2019年度との比較も問うと、

運輸収入は対前年度比では３～18％増でしたが、新型コロナ

ウイルス流行前の対 2019年度比だとまだ▲11～18％とのこ

と。2021年度決算ではコロナ前比が▲20～26％だったので、

コロナ前にだいぶ近づいた。北総のコロナ前比だけが２割弱

のマイナスとなっているが、昨年 10月の大幅値下げの影響も

大きいので、輸送人員の▲９．８％の方が実感に近いだろう。

東葉高速とつくばが今年度に 13～15％ほど運輸収入を伸ばせ

ば、コロナ前の水準を取り戻す。 

決算、億円 東葉高速 北総鉄道 TX(つくば) 

運輸収入 １４２ １０４ ３９１ 

前年度比 ＋１２％ ＋３％ ＋１８％ 

コロナ前比 ▲１１％ ▲１８％ ▲１３％ 

当期純利益 ２６．７ １７．６ ２１．４ 

同上前期比 ＋１１．２ ▲０．１ ＋６４．７ 

繰越利益剰余金 ▲６３４ ２．９ １５．４ 

同上前期比 ＋２６．７ ＋１７．６ ＋２１．４ 

純資産 ▲８．０９ ２５２ １８６６ 

同上前期比 ＋２６．７ ＋１７．６ ＋２１．４ 

長期債務 ２２９８ ５７８ ４３５８ 

同上前期比 ▲５９．４ ▲３４ ▲３８７ 

当期純利益では、東葉高速が前期比１１億円増の２７億円

の黒字だが、コロナ前は３２億円だった。超低金利の継続の

おかげで利払いが３億円減の９億円となったが、営業費用の

３億円増と相殺されている。運輸収入を１割増やせれば、燃

料費高騰の影響が仮に６億円あっても、純資産を初の黒字に

転換できるかもしれない。しかし、問題は、２３００億円も

の巨額の長期債務と、６３０億円の累積損失である。 

北総は東葉と同様Ｐ線方式に苦しめられたが、2010年の成

田アクセスの開業により、京成電鉄から多額の線路使用料（昨

年度は約15億円）が入るようになって経営が好転。 

ＴＸは有利子負債の割合が多すぎるＰ線方式の反省の上に

作られた宅鉄法という全く異なるスキームで建設されたた

め、長期債務は巨額でも有利子負債がごくわずか。従って、

長期債務が東葉の倍近くあっても、支払利息は営業収益の

６％弱。東葉も今は６％強だが、金利が上がるとこの割合は

急増するので、東葉が最も心配な状態。民間人社長を起用す

るなど抜本的な改革を行ってきた埼玉高速の例を挙げなが

ら、抜本的な改革と国への強い支援要請を県に求めました。 

事務員・ボランティア・インターン・地方議員志望者募集中 

４．交通事故対策が実現 

２．県庁舎等のＬＥＤ化がようやく実現へ 

２．学校給食の無償化とオーガニック化 

 旧 Twitter秋葉就一の６月２８日と７月４日の質疑等 FB  

７時頃、勝田台北の栄町公園の

給水所の様子を現場確認し、直

ちに県の水政課と企業局に対

し、八千代市から給水応援依頼

があった場合は速やかに対応す

るよう強く要望しました。 

← 左の写真は栄町公園臨時給

水所現場確認時の秋葉 

１．公表発熱外来指定機関は増えたか 

６日夜７時頃に勝田台北の栄

町公園に行き、臨時給水所の様

子を現場確認し、直ちに県の水

政課と企業局に、八千代市から

給水応援の依頼があった場合

は速やかに対応するようお願

いしました。 

← 左の写真は、栄町公園の臨

時給水所現場確認時の様子 

３．東葉高速鉄道の経営改善を 

２．勝田台等の地下に敷設予定の水道管 

１．公表発熱外来指定機関は八千代市に３３ 

７時頃、勝田台北の栄町公園の

給水所の様子を現場確認し、直

ちに県の水政課と企業局に対

し、八千代市から給水応援依頼

があった場合は速やかに対応す

るよう強く要望しました。 

← 左の写真は、栄町公園の臨時給

水所現場確認時の秋葉と給水車 

３．ＰＣＲ増幅回数 40～45回は適切か 

１．東葉高速・北総鉄道・ＴＸの決算状況等 

４．子ども医療費助成の拡充 

３．東葉高速の通学定期券の販売状況 

３．県庁舎４棟のＬＥＤ化も実現へ 

４．サンキュー事故 

★通勤時間帯の勝田台駅発の東西線内快速の増便を！ 

公約していた、東葉高速の平日の朝夕の一部の時間帯だけ東

西線内快速の本数が極端に減っている、現行ダイヤの改善問

題。今回は平日の朝の時間帯に絞って質問。平日の朝、勝田台

駅のダイヤで７時 25分から８時５分までの間に東西線内快速

はわずか１本しかないのに、JR津田沼駅発はこの時間帯に５

本もある。この JR津田沼駅発の便の一部を前後の時間帯に振

り替えるなどして、朝のラッシュ時の 40分間に１本しかない

勝田台駅発の東西線内快速を増便すべき。 

【総合企画部長】利用者にとってより利便性の高いダイヤとな

るよう、事業者と意見交換していく。 

 

 

 

 

  上のグラフのうち、下の目盛は、2022年２月～2023年１月。

青い棒グラフは千葉県内の新型コロナワクチン接種数（万人、

左目盛）。折れ線グラフのうちの赤い折れ線は、同時期の月別

の千葉県内死亡者数が、2017年２月からの４年間の同死亡者

数の平均値から何％増えているかの線。緑色の折れ線グラフ

は、同時期の千葉県内死亡者数からコロナ陽性者死亡者数を

差し引いた数が、2017年２月からの４年間の月別死亡者数の

平均値から何％伸びているかを示している。なお、厳密を期す

ため、2017年２月～2022年１月の県内月別死亡者数をそのま

ま使うのではなく、コロナ前の７年間の千葉県の死亡者数の平

均伸び率約２．２％分を差し引いた％で作成しました。 

  大変驚いた。昨年８月などは、千葉県の月別死亡者数から

コロナ陽性者死亡を引いた数でも、ワクチン接種開始前の４

年間の月別平均値に対し、死亡者数がなんと約２２％も増え

ていたから。県の保健医療担当部長は「陽性者が増えるとワク

チン接種者が増えるので合理的に説明可能」との趣旨の見解を

示したが、このグラフでその見解は明確に否定されている。つ

まり、コロナ死亡者は赤い折れ線と緑の折れ線の間のわずか

なすき間部分のみであるのに対し、緑の折れ線の位置から下

はコロナ以外の死亡者を表しており、その方が圧倒的に多い。 

 

【企業局計画課】佐倉市内での施工ヤードの整備に係る費用
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２．コロナワクチンと死亡者急増 


